
○　函館中央安協たより　○ 令和7年7月1日 

　令和7年6月25日現在 

函中署管内交通事故発生状況 

 R7年 R6年 増減 

件数 173 187 －14 

死者 02 01   1 

傷者 219 219    0 

 

7月13日（日）から22日（火） 

夏の交通安全運動期間 

7月16日(水)16時30分～17時00分 

函館競馬場付近にて「旗の波作戦」実施 

主催：函館市 

車内熱中症💦に気をつけて 
短時間であっても、窓からの直射日光により車内温度が上がり、気づかないうちに熱中症に

なることがあります。 

＊暑い日に駐車した車内・・・約１５分で危険レベル＊ 
＊実験＊　外気温３５度での車内温度の変化 

→なんの対策なしの黒い車で平均５１度まであがりりました。 

　　　　　　→エアコン作動してから、止めてみると約５分後には熱中症の警戒レベルを超

え、約１５分後には人体にとって危険なレベルに達しました。 

日陰でも少～し低い程度だったそうです。 

○​  エアコンをつけていても危険？？！ 

車内温度は、低い状態で保たれますが、 

隠れ脱水症状には注意が必要です。 

こまめな水分（塩分）補給を忘れずに！ 

※​ 　夏の駐車後に車内温度が最も早く下がった方法 

１　窓を全開にする 

２　車のエアコン（オート）を外気導入 

３　温度設定はＬｏ（最低）にして走行 

４　２分後に窓を閉め、エアコンを内気循環にして３分間走行 

窓を開けて走行することで、車内熱気が効率的に逃げ、 

エアコンの冷却効果が早く感じられることが確認されてい 

るそうです。 

駐車は、可能な限り直射日光や炎天下の場所は避けましょう。 
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